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天高く舞い上がれ天高く舞い上がれ
たこたこ
　３月17日にＢ＆Ｇ海洋センター前広場で「湯沢市３月17日にＢ＆Ｇ海洋センター前広場で「湯沢市
凧あげ大会」が行われ、子どもたちはたこを天高く舞凧あげ大会」が行われ、子どもたちはたこを天高く舞
い上げようと、一生懸命走っていました。い上げようと、一生懸命走っていました。
　澄み切った青空の中、風に乗ったさまざまなたこが　澄み切った青空の中、風に乗ったさまざまなたこが
優雅に舞っていました優雅に舞っていました

天高く舞い上がれ

■主な内容
Ｐ２　第２期市国民健康保険特定
　　　健康診査等実施計画を策定
Ｐ３　予防接種のお知らせ
Ｐ４　湯沢市チャレンジ・湯沢市
　　　きらめき女子会応援事業補
　　　助金について
Ｐ６　狂犬病予防注射の予定
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たこ
　３月17日にＢ＆Ｇ海洋センター前広場で「湯沢市
凧あげ大会」が行われ、子どもたちはたこを天高く舞
い上げようと、一生懸命走っていました。
　澄み切った青空の中、風に乗ったさまざまなたこが
優雅に舞っていました
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■担当　健康対策課予防衛生班
　（緯７３－２１１１内線１３１～１３３）

▼
ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
・
ヒ
ト
パ

　

ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
が
定

　

期
予
防
接
種
に
な
り
ま
し
た

　

こ
れ
ま
で
被
接
種
者
の
任
意
に
よ
る

予
防
接
種
と
さ
れ
て
い
た
三
つ
の
ワ
ク

チ
ン
が
定
期
予
防
接
種
に
な
り
ま
し
た
。

　

対
象
者
に
は
、
接
種
券
、
予
診
票
、

接
種
説
明
書
を
、
五
月
上
旬
ま
で
に
個

別
通
知
し
ま
す
。
通
知
が
届
く
前
に
接

種
を
希
望
す
る
人
は
、
担
当
ま
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

○
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・
小
児
用
肺
炎
球
菌

　

ワ
ク
チ
ン

　

⇒

生
後
二
カ
月
か
ら
五
歳
に
な
る
誕

　
　

生
日
の
前
日
ま
で

※
死
亡
ま
た
は
と
て
も
重
い
後
遺
症
を

残
す
、
乳
幼
児
の
細
菌
性
髄
膜
炎
や
敗

血
症
等
の
原
因
と
さ
れ
て
い
る
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型
（
ヒ
ブ
）
と
、
肺
炎

球
菌
へ
の
感
染
を
予
防
す
る
ワ
ク
チ
ン

で
す
。

○
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

　

⇒

中
学
校
一
年
生
相
当
年
齢
～
高
校

　
　

一
年
生
相
当
年
齢

※
発
が
ん
性
の
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ

ル
ス
の
持
続
的
な
感
染
が
原
因
と
さ
れ

る
、
子
宮 
頸 
が
ん
を
防
ぐ
ワ
ク
チ
ン
で

け
い

す
。
二
十
四
年
度
ま
で
は
「
子
宮
頸
が

ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

し
た
。

▼
秋
田
県
広
域
予
防
接
種
事
業
が
始
ま

　

り
ま
し
た

　

こ
れ
ま
で
市
の
定
期
予
防
接
種
が
受

け
ら
れ
た
の
は
、
湯
沢
市
雄
勝
郡
と
横

手
市
内
の
協
力
医
療
機
関
の
み
で
、
他

地
域
で
は
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
こ
の
事
業
に
よ
り
、
県
内

の
協
力
医
療
機
関
で
あ
れ
ば
、
ど
こ
で

も
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
接
種
券
、
予
診
票
の

様
式
が
変
更
さ
れ
ま
す
が
、
現
在
お
持

ち
の
（
変
更
前
の
）
接
種
券
な
ど
も
、

従
来
ど
お
り
使
用
で
き
ま
す
。

　

県
内
の
協
力
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、

担
当
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら

２５

「
予
防
接
種
」が
変
わ
り
ま
し
た

　

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
後
に
、
重
い

病
気
に
な
っ
た
事
例
が
あ
っ
た
こ
と
を

受
け
、
平
成
十
七
年
五
月
三
十
日
か
ら

二
十
一
年
度
ま
で
積
極
的
勧
奨
は
差
し

控
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
新
た
な
ワ
ク
チ
ン
が
開
発

さ
れ
ま
し
た
が
、
積
極
的
勧
奨
の
差
し

控
え
に
よ
り
予
防
接
種
が
不
十
分
と
な

っ
た
人
に
つ
い
て
、
二
十
歳
未
満
の
人

で
あ
れ
ば
、
定
期
接
種
と
し
て
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
特
例
対
象
者
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
特
例
対
象
者
以
外
に
も
、

十
分
な
積
極
的
勧
奨
が
さ
れ
な
か
っ
た

人
が
い
る
と
さ
れ
た
た
め
、
対
象
の
範

囲
が
左
記
の
と
お
り
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

　

対
象
者
で
接
種
を
希
望
す
る
人
は
担

当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
改
正
前
】　

平
成
七
年
六
月
一
日
～

　

十
九
年
四
月
一
日
に
生
ま
れ
た
人

【
改
正
後
】　

平
成
七
年
四
月
二
日
～

　

十
九
年
四
月
一
日
に
生
ま
れ
た
人

「
日
本
脳
炎
」特
例
対
象
の
範
囲
が
拡
大

　

麻
し
ん
は
感
染
力
が
強
く
、
発
熱
や

発
疹
を
主
な
症
状
と
し
ま
す
。
特
効
薬

が
な
く
、
か
か
っ
た
人
の
お
よ
そ
千
人

に
一
人
が
亡
く
な
る
病
気
で
す
。

　

風
し
ん
は
、
軽
い
風
邪
症
状
で
始
ま

り
、
発
熱
や
発
疹
が
短
期
間
続
き
ま
す

が
、
合
併
症
も
報
告
さ
れ
て
お
り
、
大

人
に
な
っ
て
か
ら
か
か
る
と
重
症
に
な

り
や
す
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
麻
し
ん
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン

を
二
回
接
種
す
る
こ
と
で
、
ほ
ぼ
全
員

が
免
疫
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

対
象
者
は
、
出
生（
ま
た
は
転
入
）届

け
出
時
に
お
渡
し
し
た
封
筒
に
同
封
の

接
種
券
、
予
診
票
を
使
用
し
て
、
予
防

接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
流
行
期
前
の
四
月
か
ら
六
月
ま
で
の

間
に
受
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

【
対
象
者
】

○
一
期　⇒

　
一
歳
児

○
二
期　⇒

　
五
～
六
歳
児
（
年
長
児
）

麻
し
ん（
は
し
か
）風
し
ん
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う

◆接種前に希望する医療機関に予約をしてください。◆接種の際には【接種券・予診票・母子健康手帳】が必要です。

◆定期予防接種：予防接種法において市が実施する予防接種。対象者は無料（全額助成）で接種を受けることができます。

防接種のお知らせ予

■
第
一
期
の
評
価
と
第
二
期
の
実
施
率
向
上
に

　

向
け
て

　

特
定
健
診
受
診
率
は
、
表
１
の
と
お
り
、
県

平
均
を
上
回
っ
て
い
る
も
の
の
、
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
特
に
、
四
十
代
、
五
十
代
の
働
き

盛
り
世
代
の
未
受
診
者
割
合
率
が
高
く
、
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
特
定
保
健
指
導
の

実
施
率
は
、
表
２
の
と
お
り
、
県
平
均
を
下
回

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
若
い
世
代
の
健
診
受
診
率

を
上
げ
、
早
い
段
階
で
生
活
習
慣
の
改
善
に
取

り
組
む
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

実
施
率
向
上
に
向
け
て
、
第
二
期
計
画
で
は
、

次
の
こ
と
を
重
点
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
生
活
習
慣
病
に
関
す
る
知
識
の
普
及
や
特
定

　

健
診
等
の
周
知
の
た
め
、
広
報
活
動
に
努
め
、

　

受
診
の
促
進
を
図
り
ま
す

▼
引
き
続
き
特
定
健
診
の
集
団
・
医
療
機
関
方

　

式
を
併
用
す
る
と
と
も
に
、
特
定
保
健
指
導

　

に
お
け
る
支
援
日
時
を
利
用
者
に
合
わ
せ
る

　

な
ど
し
て
、
受
診
機
会
の
拡
充
を
図
り
ま
す

▼
未
受
診
者
お
よ
び
特
定
保
健
指
導
未
利
用
者

　

へ
の
受
診
・
利
用
勧
奨
を
推
進
し
ま
す

■
第
二
期
計
画
の
達
成
し
よ
う
と
す
る
目
標

　

特
定
健
康
診
査
受
診
率
お
よ
び
特
定
保
健
指

導
実
施
率
を
六
十
パ
ー
セ
ン
ト
と
し
、
平
成
二

十
九
年
度
ま
で
に
達
成
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

ま
す
。（
左
表
）

※
二
十
九
年
度
の
目
標
は
、
国
の
特
定
健
康
診

査
等
基
本
指
針
に
よ
り
ま
す
。

■
個
人
情
報
の
保
護

　

医
療
保
険
者
で
あ
る
湯
沢
市
は
、
特
定
健
康

診
査
・
保
健
指
導
で
得
ら
れ
る
健
康
情
報
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
、
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
法
律
お
よ
び
こ
れ
に
基
づ
く
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

等
を
踏
ま
え
た
対
応
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
特

定
健
康
診
査
等
を
外
部
に
委
託
す
る
際
は
、
個

人
情
報
の
厳
重
な
管
理
と
目
的
外
使
用
の
禁
止

等
を
徹
底
し
ま
す
。

■
実
施
計
画
の
評
価
お
よ
び
見
直
し

　

目
標
に
係
る
達
成
状
況
の
確
認
を
行
う
と
と

も
に
、
実
施
計
画
で
定
め
た
実
施
方
法
・
内
容

・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
、
実
施
後
の
評

価
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
、
実
施

計
画
の
記
載
内
容
を
、
実
態
に
即
し
た
よ
り
効

果
的
な
も
の
に
見
直
し
ま
す
。

■
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　
「
第
二
期
湯
沢
市
国
民
健
康
保
険
特
定
健
康

診
査
等
実
施
計
画
」
を
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。「
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド
」か
ら

「
国
民
健
康
保
険
」
を
選
び
、「
国
保
の
保
健
事

業
」
に
進
む
と
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

２９年度２８年度２７年度２６年度２５年度

６０％５８％５５％５３％５０％特定健診受診率

６０％５２％４３％３４％２５％特定保健指導実施率

「第２期湯沢市国民健康保険
　特定健康診査等実施計画」を策定若い世代の

受診率向上
が課題！

　市では、「特定健康診査等実施計画（第１期計画）」を
策定し、平成２０年度～２４年度の５年間、生活習慣病
の減少を目的とした特定健康診査・保健指導を実施し
てきました。
　そしてこのほど、２５年度～２９年度の５年間の取り組
みとなる「第２期計画」を策定しました。

△

問い合わせ
　市民課国保年金班（緯７３－２１１１内線１５５）
　健康対策課保健推進班（緯７３－２１１１内線１３４・１３５）

共済
組合

総合
健保

単一
健保

協会
けんぽ

国保
組合

市町村
国　保

全国
目標

保険者種別

９０％８５％９０％６５％７０％６０％７０％特定健診受診率

４０％３０％６０％３０％３０％６０％４５％特定保健指導実施率

■　第２期計画の達成目標　■　

※参考：全国の目標

平成２５年度
市民健（検）診が
始まります。

●湯沢市国民健康保険に加
　入している４０～７４歳の人
　は、湯沢市特定健診を受
　けましょう。受診料は無
　料です。
●特定健診は、契約医療機
　関でも受診できます。
●会場で、一部のがん検診
　も受けることができます。
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◇　特定保健指導実施率（表２）　◇

◇　特定健康診査実施率（表１）　◇

２４年度２３年度２２年度２１年度２０年度

６５％５５％５０％４５％４０％目　標

４７．２％４７．３％４９．３％５０．１％実　績

３４．１％３３．０％３２．３％３２．９％県平均

２４年度２３年度２２年度２１年度２０年度

４５％３５％３０％２５％２０％目　標

８．０％１８．９％８．７％５．７％実　績

１５．５％１５．８％１３．３％１１．７％県平均
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環境に優しい燃料ＢＤＦ

廃
食
用
油
を
リ
サ
イ
ク
ル

　

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料（
Ｂ
Ｄ
Ｆ
）

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
山
田
地

区
セ
ン
タ
ー
、
三
関
地
区
セ
ン
タ
ー
、

弁
天
地
区
セ
ン
タ
ー
、
幡
野
地
区
セ

ン
タ
ー
、
須
川
地
区
セ
ン
タ
ー
、
高

松
地
区
セ
ン
タ
ー
、
ふ
る
さ
と
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
、
サ
ン
グ
リ
ー
ン
ゆ

ざ
わ
、
三
関
ゆ
め
蔵
ぶ
、
フ
ジ
ヤ
マ

ク
リ
ー
ン
、
稲
川
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
、
各
総
合
支
所

　

運
び
や
す
い
容
器
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
な
ど
）
に
入
れ
て
、
右
記
の
回
収

拠
点
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
使
用
済
み
天
ぷ
ら
油
や

サ
ラ
ダ
油
を
回
収
・
精
製
し
て
、
軽

油
の
代
替
燃
料
と
し
て
、
ま
た
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ひ
と
つ
と
し
て

も
注
目
さ
れ
て
い
る
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
燃
料
に
再
生
し
て
い
ま
す
。

　

精
製
さ
れ
た
燃
料
は
、
農
機
具
や

市
が
所
有
す
る
ト
ラ
ッ
ク
に
も
使
用

し
て
い
ま
す
。
二
酸
化
炭
素
の
削
減
、

ご
み
の
減
量
化
に
、
廃
食
用
油
の
リ

サ
イ
ク
ル
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ　

く
ら
し
の
相
談
課

　

環
境
消
防
班
（
☎
73
２
１
１
１
内

　

線
１
２
１
・
１
２
２
）
へ

空き家の管理は万全に

空
き
家
の
適
正
な
管
理
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
願
い
し
ま
す

補
助
対
象
事
業

　

次
の
①
か
ら
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
二
十
六

年
三
月
末
ま
で
に
完
了
す
る
事
業
が
補
助
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

申
請
前
に
事
業
を
実
施
し
た
場
合
に
は
、
補
助
対

象
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
請
予
定

の
人
は
、
必
ず
事
前
に
ご
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

①
情
報
の
収
集
な
ど
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
事

　

業
②
情
報
発
信
ま
た
は
販
路
開
拓
、
観
光
誘
客
の
拡
大

　

に
つ
な
が
る
事
業

③
地
域
資
源
を
生
か
し
た
新
た
な
商
品
提
案
事
業

補
助
対
象
者

　

将
来
に
わ
た
っ
て
市
の
産
業
振
興
に
貢
献
し
よ
う

と
す
る
女
性
団
体
等
で
、
次
の
①
か
ら
②
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人
が
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
市
内
の
製
造
業
、
販
売
業
ま
た
は
温
泉
宿
泊
な
ど

　

の
観
光
業
に
従
事
す
る
女
性
で
組
織
す
る
団
体

②
産
業
振
興
に
資
す
る
活
動
を
行
な
う
と
認
め
ら
れ

　

る
女
性
で
組
織
す
る
団
体

▼市民経済の活性化
を図ることを目的と
して、女性団体が実
施する市の製造業や
販売業、観光業など
を活況に導くための
活動に必要な経費の
一部を助成します。

湯沢市
きらめき女子会
応援事業補助金

補
助
対
象
事
業

　

次
の
①
か
ら
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
二
十
六

年
三
月
末
ま
で
に
完
了
す
る
事
業
が
補
助
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

申
請
前
に
事
業
を
実
施
し
た
場
合
に
は
、
補
助
対

象
に
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
請
予
定

の
人
は
、
必
ず
事
前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

①
新
し
い
産
業
分
野
へ
の
進
出
や
新
商
品
開
発
、
観

　

光
誘
客
等
に
向
け
た
新
た
な
取
り
組
み
を
実
践
す

　

る
事
業

②
商
談
会
・
展
示
会
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
展
、
市
内

　

で
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
対
す
る
事
業

③
海
外
市
場
へ
の
進
出
（
出
店
）
や
、
海
外
で
の
展

　

示
商
談
会
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
展
ま
た
は
新
た
な

　

取
り
組
み
を
実
践
す
る
事
業

補
助
対
象
者

　

将
来
に
わ
た
っ
て
市
の
産
業
振
興
や
地
域
活
性
化

の
た
め
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
人
で
、
次
の
①
か
ら

④
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
が
補
助
対
象
と
な
り

ま
す
。

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

②
市
内
の
事
業
所
等
に
勤
務
す
る
人

③
市
内
に
事
務
所
を
有
す
る
法
人

④
市
内
に
活
動
拠
点
を
有
す
る
団
体

老
朽
化
し
て
危
険
な
空
き
家
に

　
　
　
　
　

解
体
撤
去
費
助
成

　

市
で
は
、
老
朽
化
し
て
著
し
く
危

険
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
空
き
家
に

限
定
し
、
解
体
撤
去
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

◎
助
成
額　

上
限
五
十
万
円

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
の
よ
う
な
空
き
家
を
所
有
し
、
お

困
り
の
場
合
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ　

く
ら
し
の
相
談
課

　

よ
ー
く
聴
く
窓
口
班
（
☎
73
２
１

　

１
１
内
線
１
２
４
・
１
２
５
）
へ

　

昨
年
四
月
の
強
風
で
は
、
市
内
の

各
地
域
で
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

特
に
、
管
理
が
不
十
分
な
空
き
家

で
は
、
壊
れ
た
建
物
の
部
材
が
飛
散

し
て
近
隣
の
建
物
を
壊
し
た
と
い
う

通
報
が
市
に
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

空
き
家
の
所
有
者
に
は
、
建
物
の

安
全
が
確
保
で
き
る
よ
う
適
切
に
管

理
す
る
義
務
が
あ
り
、
こ
れ
を
怠
っ

た
こ
と
が
原
因
で
他
人
に
損
害
を
与

え
た
場
合
は
、
賠
償
責
任
を
負
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

空
き
家
に
は
、
冬
期
間
の
雪
対
策

の
ほ
か
に
左
図
の
よ
う
な
管
理
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

　

周
辺
に
住
ん
で
い
る
市
民
の
安

全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、定

期
的
に
巡
回
し
、
日
ご
ろ
の
管
理
を

万
全
に
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　市外の文化・スポーツ団体を対象に地域の活性化に向けた合宿などを
誘致します。
　市内の宿泊施設の利用促進ならびに文化・スポーツによるにぎわいの
創出を目的として、実施する合宿などの宿泊費の一部を補助します。
　詳細は、上記問い合わせ先まで、ご連絡ください。

湯沢市文化・スポーツ
地域にぎわい創出事業補助金

団体対象外市

○問い合わせ　まるごと売る課まるごと政策班
　　　　　　　☎73－2111　内線641・642

○新たな事
業に果敢に

挑戦するた
めに・・・

○地域の活
性化に向け

て頑張る女
性を・・・

湯沢市は応援します！
！

▼市民経済の活性化
を図ることを目的と
して、地域での先進
的な経済活動または
先駆的な産業振興活
動に積極的かつ果敢
に挑戦する事業に対
し、その経費の一部
を補助します。

湯沢市
チャレンジ
補助金

補
助
額　
上
限
五
十
万
円

※

補
助
対
象
経
費
に
よ
り
補
助
率
が
変
わ
り
ま
す
。

審
査

　

申
請
受
理
後
、
審
査
会
（
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
）
を
行
い
、
事
業
内
容
が
適
当
と
判
断
さ
れ
た

事
業
を
採
択
し
ま
す
。

共通事項

▲ 　 　 　 ▲ 　 　 　 ▲ ▲ 　 　 　 ▲ 　 　 　 ▲

▲ 　 　 　 ▲ 　 　 　 ▲ ▲ 　 　 　 ▲ 　 　 　 ▲

【回収拠点】

③防犯、防火対策（施錠
　し、燃えやすいものは
　保管しない）

①害虫対策（アメシロ、
　ハチなどの駆除、雑草
　の処理）

②動物の侵入防止（野良
　猫、ヘビなど）

⑥腐朽による倒壊の防止
　（雨水の浸入を防ぐ、
　シロアリの駆除など）

⑤ゴミの不法投棄の防止
　（定期的な巡回と清掃）

④壊れた部材の飛散防止
　（定期的な巡回と補修）

どのような
管理が必要
なのでしょう

天ぷらなどを揚げて
いらなくなった油

油が冷めてから
容器に入れて保管

運びやすい容器で
回収拠点に持参

二酸化炭素削減で
環境問題に貢献！

ＢＤＦはトラック
などの燃料に使用

回収した食用廃油から
ＢＤＦを精製

1

2

3

6

5

4

⬇⬇⬇

⬇⬇

⬇⬇

⬇⬇

⬇⬇



時　　間場　　　　所月日(曜日)時　　間場　　　　所月日(曜日)

7
2013.04.15 2013.04.15

6

①
新
規
登
録
（
鑑
札
の
交
付
含
む
）
に
は
三
千

　

円
、
鑑
札
の
再
交
付
に
は
千
六
百
円
の
手
数

　

料
が
掛
か
り
ま
す
。

②
生
後
九
十
日
を
過
ぎ
た
犬
は
、
必
ず
登
録
を

　

行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
度
登
録
を

　

す
れ
ば
生
涯
有
効
で
す
が
、
引
っ
越
し
を
し

　

た
と
き
に
は
住
所
変
更
が
、
死
亡
し
た
と
き

　

に
は
死
亡
届
が
必
要
で
す
。

　

下
記
の
犬
の
登
録
・
狂
犬
病
予
防
注
射
日
程

表
の
集
合
注
射
の
場
合
は
、
接
種
料
金
が
三
千

七
十
円
と
な
り
ま
す
。（
お
つ
り
の
無
い
よ
う

準
備
し
て
く
だ
さ
い
）

　

集
合
注
射
の
際
に
自
宅
に
寄
っ
て
も
ら
う
な

ど
の
出
張
注
射
ま
た
は
市
内
の
動
物
病
院
で
の

個
別
注
射
、
市
内
の
動
物
病
院
や
獣
医
師
に
よ

る
出
張
個
別
注
射
は
別
途
料
金
が
掛
か
り
ま
す

の
で
、
直
接
病
院
や
獣
医
師
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
湯
沢
市
以
外
で
予
防
接
種
を
し
た
場

合
の
注
射
済
票
の
交
付
は
五
百
五
十
円
、
注
射

済
票
の
再
交
付
は
三
百
四
十
円
の
手
数
料
が
掛

か
り
ま
す
。

※

ハ
ー
ト
型
の
注
射
済
票
は
希
望
す
る
人
の
み

に
交
付
し
ま
す
。
集
合
注
射
の
際
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

犬
の
登
録

平成25年度犬の登録・狂犬病予防注射日程表

犬の登録
狂犬病
予防注射

○問い合わせ
　くらしの相談課環境消防班
　（☎73‒2111 内線121・122）へ

倉内熊野神社前
幡野地区センター前
下八幡会館前
旧ＪＡ北部出張所前
弁天地区センター前
ＪＡこまち湯沢北支店前
ふれあいセンター前
成沢会館前
光陽台ちびっこ広場
杉沢会館前
杉沢新所会館前
深堀会館前
外堀会館前
切畑会館前
石塚バス停前
山田地区センター前
松ノ木会館前
六日町会館前
上ノ宿会館前
三関地区センター前
関口会館前
寺沢配水場前
下関会館前
上関会館前
酒蒔会館前
須川地区センター前
久根合佐藤永吉宅前
宇留院内会館前
旧高松地区センター前
坊ケ沢会館前
三途川会館前
下新田ふるさと工房前
上新田高橋俊明宅前
泥湯奥山旅館前
吹張十王堂前
愛宕町五丁目会館前
湯沢保健所前
清水町旧よねや駐車場横
湯沢文化会館駐車場
大島丸八電装横
湯沢生涯学習センター前
旧酒造会館前
前森公園駐車場
湯ノ原温泉前
下山谷大友純一宅前
岩ノ沢入口広場

4月17日㈬

4月18日㈭

4月19日㈮
4月24日㈬

4月25日㈭4月20日㈯

9:30～9:40
9:45～10:00
10:05～10:15
10:25～10:35
10:40～11:00
11:05～11:20
13:15～13:45
13:50～14:05
14:10～14:20
14:25～14:50
14:55～15:10
9:30～9:45
10:00～10:15
10:20～10:35
10:40～10:50
11:00～11:30
13:15～13:30
13:35～13:55
14:00～14:15
14:25～14:35
14:40～14:55
15:00～15:10
9:30～9:40
9:50～10:00
10:10～10:15
10:25～10:50
11:00～11:10
11:20～11:45
13:15～13:30
13:40～13:50
14:00～14:10
14:15～14:20
14:35～14:40
14:50～15:00
9:30～9:45
9:50～10:05
10:15～10:40
10:50～11:10
11:15～11:30
11:35～11:45
13:10～13:30
13:35～13:50
14:00～14:10
14:15～14:35
14:40～15:00
15:05～15:10

4月23日㈫
5月8日㈬

5月9日㈭

5月12日㈰

三ツ村会館前
平城会館前
御返事会館前
小町の里公園前
赤塚十字路
寺沢佐藤勝蔵宅前
下入会会館前
いちご組合前
旧秋ノ宮生改センター前
湯ノ岱スクールバス車庫前
岳ノ下橋
川井公園前
役内会館前
川連斧谷勇一宅前
薄久内会館前
京櫃入口
下小野会館前
中小野会館前
横堀駅前駐輪場
湯沢市役所雄勝庁舎前
新馬場会館前
下院内児童館前
御屋敷江畑冨士也宅前
ほっと館入口
松根入口
松根児童館前
荒町入口
大仙児童館前
八丁会館前
湯沢市役所雄勝庁舎前
　　〃　　皆瀬庁舎前
　　〃　　稲川庁舎前
　　〃　　本庁舎前

時　　間場　　　　所月日(曜日)

9:30～9:35
9:40～9:45
9:50～10:05
10:15～10:20
10:25～10:35
10:40～10:50
10:55～11:00
11:05～11:15
11:20～11:30
13:30～13:40
13:50～14:00
14:10～14:15
14:25～14:35
14:45～14:50
15:00～15:10
9:30～9:40
9:45～10:00
10:05～10:15
10:20～10:40
10:45～11:00
11:05～11:20
11:25～11:35
11:40～11:50
13:15～13:25
13:30～13:35
13:45～13:55
14:00～14:05
14:15～14:25
14:30～14:40
9:00～9:30
10:00～10:20
10:40～11:10
11:30～12:00

狂
犬
病
予
防
注
射

　犬を散歩させるときには、
常にビニール袋などを携行し、
必ずふんを処理しましょう。
どこであってもふんを放置し
てよい場所はありません。ま
た、尿についても、他人の迷
惑にならないように注意して
ください。
　放し飼いは禁止されていま
す。リードから放すことなく、
周りの人に危害や精神的恐怖
を与えないように努めましょ
う。

苦情が
　寄せられています

湯沢市役所皆瀬庁舎前
落合公民館前
沖ノ沢生木宅前
長石田ひまわり館前
上生内公民館前
上生内高橋ナツエ宅付近
下生内高橋栄宅前
中ノ台公民館前
羽場公民館前
小安阿部克則宅前
小安育苗施設前
湯元新処ごみ集積所前
滝ノ原高橋照義宅前
湯元公民館前
皿小屋神社入口Ｔ字路
貝沼公民館前
若畑バス停前
板戸公民館前
藤倉公民館前
仏師ケ沢掲示板前十字路
皆瀬中学校体育館横
小沢多目的集会施設前
早坂バス停前
稲川勤労青少年ホーム前
中新町公民館前
Ｙショップあべ裏
堀構造改善センター前
三梨老人憩いの家前
御嶽堂会館前
下宿かくえん前
飯田集会所前
稲川克雪センター前
上久保会館前
川連集会所前
上野消防倉庫前
川連児童館跡前
稲川健康管理センター前
大舘公会堂前
駒形老人憩いの家前
ＪＡこまち駒形支店前
三又ポンプ小屋前
東福寺多目的研修施設前
大倉集落センター前
高村多目的研修集会所前

9:15～9:30
9:40～9:45
9:50～9:55
10:05～10:15
10:30～10:40
10:45～10:50
11:00～11:05
11:10～11:20
11:30～11:45
13:15～13:25
13:30～13:35
13:40～13:45
13:50～13:55
14:00～14:10
14:20～14:25
14:30～14:40
14:45～14:55
15:00～15:15
9:45～10:00
10:05～10:15
10:25～10:35
10:40～10:50
10:55～11:00
11:10～11:20
11:25～11:40
13:10～13:30
13:40～13:50
13:55～14:05
14:10～14:20
14:25～14:35
14:45～14:50
14:55～15:05
15:10～15:20
9:50～10:00
10:10～10:15
10:25～10:40
10:45～11:05
11:10～11:40
13:15～13:30
13:35～13:45
13:50～14:00
14:05～14:25
14:30～14:45
14:50～15:05

苦情が



　

企
画
展
で
は
、
常
設
展
示
品
に
加
え
、

銀
山
ゆ
か
り
の
人
か
ら
借
用
し
た
品
を
展

示
し
ま
す
。
初
公
開
と
な
る
地
域
の
お
宝

を
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
と　

き　

4
月
23
日
㈫
〜
5
月
6
日
㈪

　

／
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分
（
4
月

　

30
日
㈫
は
休
館
日
）

○
入
館
料　

大
人
＝
三
百
二
十
円
、
中
学 

　

生
以
下
＝
二
百
十
円

○
問
い
合
わ
せ　

院
内
銀
山
異
人
館
（
☎

　

52
5
1
4
3
）
へ

　
「
御
日
記
」
は
、
江
戸
時
代
の
天
和
二

（
1
6
8
2
）年
か
ら
慶
応
四（
1
8
6
8
）

年
ま
で
の
百
八
十
七
年
間
を
記
録
し
た

二
百
七
十
冊
に
も
及
ぶ
公
用
日
記
で
、
当

時
の
社
会
事
情
を
知
る
貴
重
な
史
料
と
し

て
、
秋
田
県
指
定
文
化
財
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

第
九
巻
は
、
享
保
九（
1
7
2
4
）年
か

ら
十
六（
1
7
3
1
）年
ま
で
の
八
年
分
を

収
録
し
、
こ
の
中
に
は
、
御
本
丸
（
久
保

田
城
）
に
御
用
所
が
建
て
ら
れ
た
の
で
、

当
方
の
御
用
所
は
「
御
用
座
」
と
呼
ぶ
よ

う
に
し
た
こ
と
、
仙
北
三
郡
の
市い
ち

日び

が
九く

斎さ
い

市い
ち

に
定
め
ら
れ
、
湯
沢
の
と
お
り
に
改

め
る
よ
う
仰
せ
が
あ
っ
た
こ
と
、
湯
沢
絵

図
の
提
出
が
命
ぜ
ら
れ
、
絵
師
の
遠え

ん

藤ど
う

昌し
ょ
う

宅た
く

の
筆
に
よ
り
完
成
し
た
こ
と
、
南
家
七

代
義よ
し

安や
す

が
逝
去
し
、
義
安
の
三
男
義よ

し

伯の
り

が

家
督
を
相
続
し
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

○
頒
布
価
格　

八
千
円
（
税
込
み
）

○
仕　

様　

Ａ
5
判
／
本
文
827
ペ
ー
ジ

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習

　

課
社
会
教
育
文
化
班
（
☎
42
5
8
1
0
、

　

℻
同
2
6
7
0
）
へ

○
法
人
市
民
税

　

法
人
市
民
税
は
、
市
内
に
事
務
所
、
事

業
所
、
寮
な
ど
が
あ
る
法
人
に
課
税
さ
れ

ま
す
。
市
内
に
事
務
所
、
事
業
所
な
ど
を

設
置
し
て
い
る
法
人
団
体
な
ど
に
は
、
法

人
市
民
税
の
申
告
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
忘
れ
な
い
よ
う
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

【
注　

意
】

　

①
法
人
格
が
な
い
団
体
な
ど
で
も
収
益

　
　

事
業
を
行
っ
て
い
る
場
合
は「
法
人
」

　
　

と
同
様
に
申
告
が
必
要
で
す　
　
　

　

②
公
共
法
人
お
よ
び
公
益
法
人
な
ど
の

　
　

一
部
と
、
収
益
事
業
を
行
わ
な
い
法

　
　

人
格
の
な
い
社
団
な
ど
は
法
人
市
民

　
　

税
の
申
告
が
不
要
で
す　
　
　
　
　

　

③
特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

　
　

人
）
も
、
届
け
出
・
申
告
が
必
要
で   

　
　

す

○
法
人
の
届
け
出

【
市
内
に
新
た
に
事
務
所
、事
業
所
を
設
置
】

　

事
業
開
始
等
の
日
か
ら
二
カ
月
以
内
に

設
置
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
す
で
に
解
散
・
廃
業
・
休
業
し
て
い
る
】

　

速
や
か
に
そ
の
旨
の
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

【
届
け
出
の
内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
】

　

法
人
の
名
称
・
所
在
地
・
代
表
者
・
資

本
金
な
ど
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
速

や
か
に
そ
の
旨
の
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。

○
電
子
申
告

　

市
で
は
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
（
エ
ル
タ
ッ
ク

ス
）
を
利
用
し
た
電
子
申
告
が
可
能
に

な
っ
て
い
ま
す
。
利
用
方
法
な
ど
詳
し
い

内
容
に
つ
い
て
は
、
地
方
税
電
子
化
協
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.eltax.

jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
市
民
税
班
（
☎

　

73
2
1
1
1
内
線
2
4
4
）
へ

　

県
民
、
企
業
、
県
な
ど
が
一
体
と
な
っ

て
造
成
す
る
基
金
（
少
子
化
対
策
応
援

フ
ァ
ン
ド
）
か
ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
の
民

間
団
体
や
企
業
が
行
う
、
少
子
化
を
克
服

す
る
取
り
組
み
に
助
成
し
ま
す
。

○
対
象
事
業　

秋
田
県
の
少
子
化
対
策
と

　

し
て
効
果
が
期
待
で
き
る
、
い
ず
れ
か

　

の
事
業

　

①
若
者
定
着
支
援
に
関
す
る
事
業

　

②
独
身
男
女
の
出
会
い
・
結
婚
支
援
に

　
　

関
す
る
事
業

　

③
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
関
す
る
事

　
　

業

　

④
そ
の
他
秋
田
県
の
少
子
化
対
策
と
し

　
　

て
効
果
が
期
待
で
き
る
事
業

○
対
象
者　

少
子
化
克
服
の
取
り
組
み
を

　

行
う
民
間
団
体
お
よ
び
企
業

○
助
成
額　

一
件
十
万
円
、
三
十
万
円
を

　

上
限
に
、
助
成
対
象
経
費
の
10
分
の
10

　
（
た
だ
し
、
お
お
む
ね
千
人
以
上
の
集

　

客
が
あ
り
、
過
去
に
県
内
で
の
開
催
実

　

績
が
あ
る
も
の
は
上
限
百
万
円
）

○
募
集
期
間　

▼
5
月
10
日
㈮
ま
で
▼
6

　

月
10
日
㈪
〜
7
月
10
日
㈬

○
応
募
方
法　

応
募
書
お
よ
び
添
付
書
類

　

を
、
郵
送
、
メ
ー
ル
、
ま
た
は
持
参
に

　

よ
り
左
記
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
詳
細
は
、
秋
田
県
少
子
化
対
策
総
合

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
ベ
ビ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
・
ア

ク
シ
ョ
ン
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

県
少
子
化

　

対
策
局
少
子
化
対
策
応
援
フ
ァ
ン
ド
担

　

当
（
〠
010
―
8570
秋
田
市
山
王
4
―
1
―

　

1
、
☎
0
1
8
―
8
6
0
―
1
2
4
8
、

　

*shoushika@
pref.akita.lg.jp

）
へ
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院
内
銀
山
異
人
館

25
周
年
企
画
展

「
佐
竹
南
家
御
日
記
」

翻
刻
本
第
九
巻
発
刊

秋
田
県
少
子
化
対
策

応
援
フ
ァ
ン
ド
助
成
事
業

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

法
人
の
届
け
出
は

お
済
み
で
す
か

　　
○
と　

き　

5
月
か
ら
平
成
26
年
2
月
ま

　

で
の
毎
月
第
三
水
曜
日
／
午
前
10
時
〜

　

午
後
3
時
（
5
月
は
第
五
水
曜
日
に
行

　

い
、
8
月
は
休
講
）

○
と
こ
ろ　

湯
沢
文
化
会
館
、
湯
沢
雄
勝

　

広
域
交
流
セ
ン
タ
ー

○
内　

容　

▼
午
前
＝
一
般
教
養
講
座
／

　

講
演
ほ
か
▼
午
後
＝
実
技
コ
ー
ス
／
①

　

大
人
の
読
み
聞
か
せ
コ
ー
ス
②
ウ
オ
ー

　

キ
ン
グ
の
基
礎
コ
ー
ス
③
ペ
ン
字
コ
ー

　

ス
④
初
め
て
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
コ
ー
ス
⑤

　

草
木
染
め
コ
ー
ス

○
受
講
料　

二
千
円
（
材
料
費
は
別
途
）

○
対　

象　

年
間
を
通
し
て
、
午
前
・
午

　

後
と
も
に
受
講
で
き
る
人

○
申
し
込
み　

4
月
23
日
㈫
午
前
8
時
30

　

分
か
ら
、
受
講
料
を
添
え
て
、
下
記
へ

　

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

※
電
話
で
の
受
け
付
け
は
行
い
ま
せ
ん
。

○
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン

　

タ
ー
（
☎
73
1
1
3
2
）
へ

　

複
数
受
講
も
可
能
。
初
め
て
の
受
講
者

を
優
先
し
ま
す
。

　

な
お
、
電
話
で
の
受
け
付
け
は
行
い
ま

せ
ん
。

【
茶
の
湯
講
座
】（
全
10
回
）

・
と　

き　

原
則
毎
月
第
一
火
曜
日
／
午

　

後
6
時
30
分
〜
8
時
30
分

・
と
こ
ろ　

湯
沢
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

・
講　

師　

阿あ

部べ

静し
ず

子こ

さ
ん

・
開
講
式　

5
月
14
日
㈫
午
後
6
時
30
分

・
定　

員　

15
人
（
先
着
順
）

【
生
け
花
講
座
】（
全
10
回
）

・
と　

き　

原
則
毎
月
第
一
木
曜
日
／
午

　

後
6
時
30
分
〜
8
時
30
分

・
と
こ
ろ　

湯
沢
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

・
講　

師　

阿あ

部べ

眞ま

知ち

子こ

さ
ん

・
開
講
式　

5
月
16
日
㈭
午
後
6
時
30
分

・
定　

員　

20
人
（
先
着
順
）

※
花
代
と
し
て
一
回
当
た
り
千
円
程
度
の

実
費
負
担
に
な
り
ま
す
。

【
着
物
着
付
け
講
座
】（
全
7
回
）

・
と　

き　

原
則
毎
月
第
二･

四
水
曜
日

　

／
午
後
6
時
30
分
〜
8
時
30
分

・
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

・
講　

師　

高た
か

橋は
し

ト
シ
子こ

さ
ん

・
開
講
式　

5
月
22
日
㈬
午
後
6
時
30
分

・
定　

員　

15
人
（
先
着
順
）

※
ハ
ン
グ
ル
講
座
は
、
八
月
一
日
号
で
募

集
予
定
。

○
受
講
資
格　

市
内
に
在
住
、
ま
た
は
勤

　

務
す
る
人

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

4
月
30
日

　

㈫
ま
で
（
平
日
の
み
）、
湯
沢
勤
労
青

　

少
年
ホ
ー
ム
（
☎
73
2
1
1
1
内
線
4

 

6
2
）
へ

　

就
園
前
の
幼
児
を
対
象
に
、
親
子
で
一

緒
に
体
操
や
、
リ
ト
ミ
ッ
ク
を
取
り
入
れ

た
リ
ズ
ム
運
動
な
ど
で
、
子
ど
も
の
運
動

能
力
と
心
の
発
達
を
促
す
こ
と
を
目
的
と

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
す
。

○
と　

き　

5
月
23
日
か
ら
平
成
26
年
2

　

月
20
日
ま
で
の
木
曜
日
（
月
2
回
・
全

　

18
回
）／
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

○
と
こ
ろ　

総
合
体
育
館
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

　

セ
ン
タ
ー
、
稲
川
ス
キ
ー
場
ほ
か

○
内　

容　

親
子
体
操
、
リ
ズ
ム
運
動
、

　

器
具
運
動
、
移
動
教
室
（
水
遊
び
、
雪

　

遊
び
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
）、
身
体

　

測
定
ほ
か

○
参
加
料　

年
額
五
千
円
（
移
動
教
室
時

　

に
自
己
負
担
あ
り
）

○
対　

象　

4
月
1
日
現
在
で
、
就
園
前

　

の
満
2
〜
3
歳
児
と
そ
の
母
親
、
ま
た

　

は
一
緒
に
運
動
で
き
る
家
族

○
定　

員　

親
子
30
組
（
先
着
順
）

○
申
し
込
み　

5
月
10
日
㈮
ま
で
、
総
合

　

体
育
館
（
☎
72
6
5
0
0
）
に
備
え
付

　

け
の
申
込
書
に
記
入
の
上
、
参
加
料
を

　

添
え
て
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

○
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ

　

振
興
班
（
☎
42
5
8
1
1
）
へ

　

任
期
満
了
に
伴
う
改
選
に
よ
り
、
湯
沢

市
選
挙
管
理
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

【
委
員
長
】

・
児こ

玉だ
ま

文ふ
み

雄お

（
横
堀
字
白
銀
町
）

【
委
員
長
職
務
代
理
者
】

・
小こ

南み
な
み

隆り
ゅ
う

作さ
く

（
皆
瀬
字
御
岳
下
）

【
委
員
】

・
佐さ

藤と
う

槇ま
き

子こ

（
上
関
字
上
関
）

・
佐さ

藤と
う

新し
ん

一い
ち

（
愛
宕
町
三
丁
目
）

【
補
充
員
】

・
酒さ
か

井い

大お
お

美み

家や

（
川
連
町
字
上
野
）

・
由ゆ

利り

君き
み

夫お

（
秋
ノ
宮
字
水
無
）

・
佐さ

藤と
う

永え
い

助す
け

（
皆
瀬
字
宮
田
）

・
渡わ
た

部な
べ

美み

代よ

子こ

（
森
字
嶽
ノ
下
）

○
任　

期　

平
成
29
年
3
月
24
日
ま
で

○
問
い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務

　

局
（
☎
42
5
8
1
3
）
へ

平
成
25
年
度

湯
沢
市
民
大
学
受
講
生
募
集

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

か
ら
の
お
知
ら
せ

第
45
期
カ
ン
ガ
ル
ー
ス
ク
ー
ル

（
親
子
体
操
教
室
）

参
加
者
募
集

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

2013.04.15
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湯
沢
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

一
般
教
養
講
座

受
講
生
募
集
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旧
湯
沢
西
小
学
校
跡
地
に

 

複
合
型
介
護
施
設
開
設
者
を

                    

募
集
し
ま
す

◇
開
設
時
期

•
原
則
各
施
設
と
も
平
成
26
年
3
月
末
日

　
ま
で
事
業
開
始
す
る
も
の

◇
事
業
所
整
備
に
係
る
補
助
金

•
①
②
は
、
短
期
入
所
を
除
き
、
定
員
一

　
人
当
た
り
四
百
万
円
以
内

•
③
は
、
一
カ
所
二
千
万
円
以
内

◇
開
設
用
地

•
湯
沢
市
愛
宕
町
三
丁
目
地
内
の
旧
湯
沢

　
西
小
学
校
跡
地
北
西
側
約
八
千
平
方
メ

　
ー
ト
ル
を
、
一
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り

　
七
千
七
百
円
で
市
か
ら
買
い
取
り
し
、

　
①
②
③
を
一
括
整
備
す
る
も
の

◇
応
募
要
件

•
市
内
の
社
会
福
祉
法
人
と
し
、
新
設
も

　
対
象

•
そ
の
他
「
湯
沢
市
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

　
ス
等
事
業
所
開
設
事
業
者
募
集
要
項
」

　
に
よ
る

◇
応
募
方
法

　「
湯
沢
市
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

　
事
業
所
お
よ
び
指
定
地
域
密
着
型
介
護

　
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
指
定
申
請
に

　
お
け
る
事
前
申
出
等
に
関
す
る
要
綱
」

　
に
よ
る
事
前
申
出
書
類
を
提
出
し
て
く

　
だ
さ
い
。
様
式
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
社
会

　
福
祉
法
人
を
新
設
す
る
場
合
は
、
設
立

　
認
可
申
請
書
案
も
提
出
し
て
く
だ
さ
い

◇
応
募
期
間

　
6
月
14
日
㈮
ま
で

◇
応
募
・
問
い
合
わ
せ

　
長
寿
福
祉
課
高
齢
介
護
班
（
☎
73
2
1

 
1
1
内
線
5
1
3･5
1
8･5
1
9
）へ

◇募集内容　①②③を一括整備する事業者
※日常生活圏域は湯沢市全域で、施設数は各1

泫　短期入所4人まで併設可能

泫25人

15人

20人

定員等

指定なし

指定なし

①

②

③

地域密着型介護老人福祉
施設入所者生活介護

地域密着型特定施設
入居者生活介護

複 合 型 サ ー ビ ス

ユニット数対 象 事 業
  
  
 

募

集

募

集

　
　
○
問
い
合
わ
せ
　
農
林
課
農
村
整
備
班
（
☎
73
2
1
1
1
内
線
6
0
8
･
6
0
9
）

原
材
料
と
重
機
等
機
械
借
り
上
げ
へ
の
助
成

農
業
用
施
設
整
備
の
た
め
の

　
市
内
の
農
業
施
設
の
機
能
向
上
に
よ
る

農
業
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

事
業
に
、
砕
石
・
生
コ
ン
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
品
な
ど
の
材
料
や
重
機
の
借
り
上
げ

な
ど
を
必
要
と
す
る
場
合
、
そ
の
費
用
の

二
分
の
一
を
上
限
と
し
て
市
が
予
算
の
範

囲
内
で
助
成
し
ま
す
。

　
な
お
、
作
業
に
つ
い
て
は
受
益
者
側
で

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
整
備
す
る
こ
と

が
で
き
る
施
設
な
ど
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

　
①
か
ん
が
い
排
水
施
設

　
②
農
業
用
道
路

　
③
農
地
ま
た
は
農
作
物
の
災
害
を
防
止

　
　
す
る
た
め
必
要
な
施
設

※

県
営
ほ
場
整
備
さ
れ
た
農
地
と
土
地
改

良
区
管
轄
地
で
の
作
業
は
対
象
外
と
な
り

ま
す
。

■
助
成
対
象
団
体

　
受
益
面
積
が
50
ア
ー
ル
以
上
で
、
受
益

　
者
が
3
人
以
上
い
る
団
体
（
申
請
は
受

　
益
者
の
代
表
者
が
行
う
こ
と
）

■
助
成
額

【
原
材
料
】

•
費
用
が
20
万
円
以
下
（
消
費
税
込
み
）

　
の
場
合
＝
費
用
の
1
／
2

•
費
用
が
20
万
円
以
上
（
消
費
税
込
み
）

　
の
場
合
＝
10
万
円
（
上
限
）

【
重
機
等
機
械
借
り
上
げ
】

•
費
用
が
10
万
円
以
下
（
消
費
税
込
み
）

　
＝
費
用
の
1
／
2

•
費
用
が
10
万
円
以
上
（
消
費
税
込
み
）

　
＝
5
万
円
（
上
限
）

■
申
請
　

　
代
表
者
が
作
業
予
定
箇
所
の
位
置
図

　（
写
真
で
も
可
）
と
印
鑑
（
申
請
者
ま

　
た
は
各
種
団
体
な
ど
の
も
の
）
を
持
参

　
し
、
農
林
課
に
て
、
申
請
書
を
記
入
し

　
て
く
だ
さ
い

■
申
請
受
付
期
間
　

　
4
月
15
日
㈪
〜
5
月
15
日
㈬
（
平
日
の

　
み
）
／
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15

　
分
（
こ
の
期
間
以
外
の
受
け
付
け
は
原

　
則
行
い
ま
せ
ん
）

■
審
査
　

　
申
請
受
理
後
、
農
林
課
で
現
地
調
査
を

　
行
い
、
事
業
内
容
な
ど
が
適
当
と
判
断

　
さ
れ
た
場
合
に
通
知
し
ま
す
。
審
査
の

　
結
果
、
不
適
当
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は

　
助
成
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

■
助
成
対
象
事
業
の
開
始
時
期
　

　
助
成
対
象
と
な
る
作
業
は
5
月
16
日
㈭

　
以
降
に
開
始
す
る
作
業
と
な
る
予
定
で

　
す
。
こ
れ
以
前
に
作
業
し
な
け
れ
ば
な

　
ら
な
い
場
合
は
申
請
時
に
ご
相
談
く
だ

　
さ
い

　　

五
月
三
十
一
日
ま
で
、
湯
沢
市
緑
化
推

進
協
議
会
で
は
「
緑
の
募
金
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

募
金
は
、
学
校
、
職
場
、
公
園
等
の
環

境
緑
化
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
の
支
援

に
活
用
さ
れ
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。　

○
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
市
緑
化
推
進
協
議

　

会
（
市
農
林
課
林
務
班
内
☎
73
2
1
1

 

1
内
線
6
0
7
･
6
1
1
）
へ

　

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
市
民
が
参

加
し
、
共
に
助
け
合
い
、
地
域
や
社
会
を

良
く
し
て
い
こ
う
と
す
る
活
動
や
事
業
に

対
し
、
助
成
し
ま
す
。

○
対
象
団
体　

市
内
に
活
動
拠
点
を
置
き
、

　

地
域
活
動
や
福
祉
活
動
を
目
的
と
す
る

　

非
営
利
な
民
間
団
体

○
応
募
方
法　

5
月
31
日
㈮
（
必
着
）
ま

　

で
、
各
地
区
福
祉
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

に
備
え
付
け
の
申
請
用
紙
に
記
入
の
上
、

　

提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
応
募
要
項
、
申
請
書
類
は
湯
沢
市
社
会

福
祉
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
市
共
同
募
金
会
事

　

務
局
（
湯
沢
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
☎

　

73
8
6
9
6
）
へ

　

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

○
と　

き　

4
月
21
日
㈰
午
前
10
時
〜
午

　

後
1
時
／
午
後
0
時
30
分
受
け
付
け
終

　

了
○
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

○
相
談
内
容　

各
種
制
度
や
福
祉
サ
ー
ビ

　

ス
の
内
容
・
利
用
に
関
す
る
こ
と
、
地

　

域
生
活
や
介
護
に
関
す
る
こ
と
な
ど

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

包
括
支
援

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
相
談
支
援
部
会

　

事
務
局
複
合
施
設
ぱ
あ
と
な
あ
（
☎
72

　

8
1
0
7
）
ま
た
は
市
福
祉
課
社
会
福

　

祉
班
（
☎
73
2
1
1
1
内
線
5
1
6
･

 

5
1
7
）
へ

○
と　

き　

4
月
30
日
㈫
午
前
8
時
30
分

　

〜
午
後
5
時
30
分
／
午
前
8
時
15
分
ま

　

で
湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
集
合

○
行
き
先　

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ラ
ル
大
潟

○
参
加
料　

三
千
五
百
円
（
入
浴
、
昼
食

　

代
を
含
む
）

※
各
駅
停
車
で
運
営
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
店

の
収
益
金
か
ら
五
万
円
を
助
成
し
ま
す
。

○
対　

象　

65
歳
以
上
の
人

○
定　

員　

80
人
（
先
着
順
）

○
申
し
込
み　

4
月
19
日
㈮
午
前
10
時
か

　

ら
午
後
3
時
ま
で
、
た
ん
せ
彩
々
（
田

　

町
）
へ
直
接
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

○
問
い
合
わ
せ　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
各
駅
停

　

車
藤
谷
（
☎
0
9
0
―
7
9
3
0
―
6

 

2
6
2
）
へ

○
と　

き　

4
月
20
日
㈯
午
後
6
時
30
分

　

〜
8
時
30
分

○
と
こ
ろ　

湯
沢
雄
勝
広
域
交
流
セ
ン

　

タ
ー

○
問
い
合
わ
せ　

青
年
海
外
協
力
隊
秋
田

　

県
Ｏ
Ｂ
会
県
南
支
部
沓
澤
（
☎
42
4
3

 

1
9
）
へ

○
と　

き　

5
月
18
日
㈯
〜
6
月
2
日
㈰

　

／
平
日
＝
午
後
5
時
30
分
〜
9
時
、土
・

　

日
曜
日
＝
正
午
〜
午
後
9
時

○
と
こ
ろ　

市
民
プ
ラ
ザ
2
階

○
参
加
料　

六
千
円
（
初
日
に
徴
収
）

○
定　

員　

40
人

【
初
心
者
事
前
講
習
】

・
と　

き　

5
月
14
日
㈫
午
後
7
時

・
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
市
観

　

光
物
産
協
会
（
☎
73
0
4
1
5
）
へ

○
営
業
期
間　

4
月
27
日
㈯
〜
11
月
中
旬

○
営
業
時
間　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4

　

時
30
分
（
毎
週
火
曜
日
定
休
）

○
入
場
料　

大
人
＝
四
百
二
十
円
、
小
学

　

生
以
下
＝
二
百
十
円

※
五
月
五
日
㈰
は
子
ど
も
の
入
場
料
が
無

料
で
す
。

○
問
い
合
わ
せ　

稲
庭
城
（
☎
43
2
9
2

 

9
）
へ

　

毎
年
、
カ
ラ
ス
が
電
柱
等
へ
営
巣
す
る

こ
と
に
よ
る
停
電
事
故
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
事
故
防
止
の
た
め
営
巣
を
発
見
し
た

場
合
は
、
左
記
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

○
東
北
電
力
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー　

0
1
2

 

0
―
1
7
5
―
3
6
6
へ

赤
い
羽
根
共
同
募
金
公
募
助

成
金
事
業
〜
じ
ぶ
ん
の
ま
ち

を
良
く
す
る
し
く
み
〜

無
料
相
談
会

〜
障
が
い
や
病
気
な
ど
で

お
困
り
の
人
へ
〜

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
各
駅
停
車　

　

第
14
回桜

と
菜
の
花
だ
よ
り

初
心
者
の
人
も
大
歓
迎

絵
ど
う
ろ
う
講
習
会

参
加
者
募
集

東
北
電
力
か
ら
の
お
知
ら
せ

稲
庭
城
・
古
舘
庵
オ
ー
プ
ン

青
年
海
外
協
力
隊
・

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集
説
明
会

2013.04.15
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平
成
25
年
度

「
緑
の
募
金
」

運
動
実
施
中

そ
の
他
の
お
知
ら
せ



　臨床心理士橋本まり子先生の協力のもと、心の健康に関する話題を毎月15日号に連載します。
はしもと こ

●第12回　テーマ 「不安を感じたとき」

心のリラックスタイム

●人口
　 男
　 女

50,398人
23,966人
26,432人

………
………
………

（－284人）

（－122人）

（－162人）●世帯数 18,268世帯… （－16世帯）

前月比

前月比
3月末現在
人口と世帯数の動き人口と世帯数の動き人口と世帯数の動き

13
2013.04.15

国民年金の豆知識　Vol.1国民年金の豆知識　Vol.1国民年金の豆知識　Vol.1国民年金の豆知識　Vol.1国民年金の豆知識　Vol.1

　いざというときには、割り切ることで不安は少しずつ
消え、反対に、不安を感じていないときは、どのような
ことを考え、行動しているかなどを振り返ってみる。

　不安を感じている自分から抜け出すために必要なのは、
まず第一に 『自分自身の力』 だということを忘れないで
ください。

○と　き　4月から平成26年3月までの毎月1回
　①午前10時～　②午前11時～
　③午後1時～　④午後2時～
○料　金　無料
○定　員　1日4人（各時間帯1人、予約制）
※広報ゆざわ4月1日号に年間予定表を折り込んで
います。予約は随時受け付けているため、希望日が
すでに定員に達している場合がありますので、希望
する人は、事前に下記までお問い合わせください。
○申し込み・問い合わせ　健康対策課保健推進班
　（☎73‒2111内線134～136）へ

～橋本まり子先生によるこころの健康相談会～

　新しい年度が始まりました。春は、就職や進学など新
たな一歩を踏み出し、期待に胸を膨らませる季節でもあ
りますが、親元を離れた生活や慣れない環境に不安を感
じ、これからのことを心配している人もいるでしょう。
　落ち着いて考えると、致命的なミスや取り返しのつか
ない失敗はそう簡単に起こるものではありません。
　一度、冷静になって自分を見つめ直してみましょう。
本来の力が出せるようになると思います。不安感は、新
しいことやわからないことに向かって努力する原動力に
もなります。
　不安を感じるのは、未来を真剣に考えているからでは
ないでしょうか。
　では、不安を感じたときどうすれば良いか、一般的に
言われている方法を紹介します。

　いつ・どこで・どんなときに・どんなことが、誰とい
るときになど、具体的にその状況を考えてみる。

　自分の気持ちを明らかにしたら、今の不安を少しずつ
減らすための対策を練る。事前に、何に対してどんな対
処ができるかなど具体的に考えておく。

平成25年度の国民年金保険料は、月額　　　　　　　　円です。15,040

　　国民年金は、やがて迎える老後や、万が一ケガや病気で障がいが残ったとき、
　一家の働き手が亡くなったときに備え、保険料を出し合い支えあう制度です。
　　国内に住む20歳から60歳までのすべての人が加入を義務付けられています。
　　（厚生年金や共済加入者、その配偶者に扶養されている人は除きます）

①老齢基礎年金
　原則65歳から生涯受けられます。
　 （希望により60歳から繰り上げて受けることもできますが、減額されるなどの制限があります。)
②障害基礎年金
　国民年金加入中や、20歳前などのけがや病気で、1級・2級の障がいの状態になったときに受けられます。
③遺族基礎年金
　国民年金加入や老齢基礎年金の受給資格を満たした人などが亡くなったとき、その人に生計を維持されていた子（18歳
　到達年度の末日まで）のいる妻、または子が受けられます。
※これらの年金を受けるためには、毎月の保険料をきちんと納めることが必要です。保険料を納めることが困難なときは
保険料の免除の制度もありますので、気軽にご相談ください。

●国民年金に関する問い合わせ　大曲年金事務所☎0187-63-2299、市民課国保年金班☎73-2111（内線154～156）
　　　　　　　　　　　　　　　または各総合支所市民サービス班へ

国民年金ってどんな制度？国民年金ってどんな制度？

国民年金には、国民年金には、3つの基礎年金がありますつの基礎年金があります

国民年金ってどんな制度？

国民年金には、3つの基礎年金があります

①不安の正体を知る①不安の正体を知る

②対策を練る②対策を練る

①不安の正体を知る

②対策を練る

み
ん
な
で
目
指
そ
う
、世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
！

2013.04.15
12

ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
推
進
に

新
た
な
仲
間
が
参
加
！

　
　
　
　

〜 

４
月
１
日
、「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」隊
員
が
赴
任 

〜

　

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
湯
沢
市
に

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し
て
、
遠
藤
大
介

さ
ん
と
川
邉
絢
一
郎
さ
ん
の
二
人
が
赴
任
し
、

活
動
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

■
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
と
は
？

　

平
成
二
十
一
年
に
総
務
省
が
制
定
し
た
制

度
で
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
等
の
進
行
が
著

し
い
地
方
に
お
い
て
、
地
域
外
の
人
材
を
積

極
的
に
誘
致
し
、
そ
の
定
住
・
定
着
を
図
る

こ
と
で
「
都
会
を
離
れ
て
地
方
で
生
活
し
た

い
」
「
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
生

き
て
生
き
た
い
」
と
い
っ
た
意
欲
あ
る
都
市

住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
な
が
ら
、
地
域
力
の

維
持
・
強
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

■
具
体
的
な
活
動
は
？

　

地
方
自
治
体
が
都
市
住
民
を
受
け
入
れ
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し
て
委
嘱
し
、
一

定
期
間
以
上
、
農
林
漁
業
の
応
援
、
環
境
保

全
活
動
、
地
域
お
こ
し
の
支
援
な
ど
の
各
種

地
域
協
力
活
動
に
従
事
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、

そ
の
地
域
へ
の
定
住
・
定
着
を
図
っ
て
い
く

◇４月１日、市本庁舎で
　行われた委嘱状交付式
　で、阿部副市長から委
　嘱状の交付を受ける遠
　藤さん（上）と川邉さん
　（右）

も
の
で
す
。

■
湯
沢
で
の
活
動
内
容
は
？

　

今
後
二
人
は
、
ジ
オ
ツ
ア
ー
の
企
画
・
実

施
や
、
ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
の
情
報
発
信
、

地
域
住
民
へ
の
ジ
オ
パ
ー
ク
の
普
及
啓
蒙
活

動
な
ど
、
ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
を
活
用
し
た

地
域
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

新
た
に
市
民
と
な
っ
た
二
人
の
隊
員
を
、

皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ロ
ゴ
マ
ー
ク
使
用
・
出
前

講
座
な
ど
の
問
い
合
わ
せ

ｉ
　

出
前
講
座
の
希
望
や
問
い
合
わ
せ
は
、

担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
担　

当　

湯
沢
市
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協

　

議
会
事
務
局
（
ま
る
ご
と
売
る
課
ジ
オ

　

パ
ー
ク
推
進
室
☎
73
２
１
１
１
内
線
６

　

４
３
・
６
４
４
）

～自己紹介と抱負を伺いました～

△

遠藤大介さん（27歳／写真左） △

　湯沢の皆さん初めまして。４月からお
世話になります、静岡県出身の遠藤です。
　私は大学で地質学の研究をしていまし
た。「地質」といってもなじみがない人
が多いと思いますが、実は、さまざまな
ことと深くつながっています。例えば、
地質はそこに育つ植物や地下水の性質と
関係しています。また、農作物の品質や
温泉の泉質も決めています。
　そうしたつながりを見つけ、ストー
リーを想像するのはとてもおもしろいで
す。これから皆さんと一緒に湯沢の「隠
れた宝」を発掘していけたらと思います。
　△

川邉絢一郎さん（24歳／写真右） △

　初めまして。神奈川県出身の川邉です。
大学では日本民俗学を専攻し、温泉地の
観光化と温泉にまつわる民俗について研
究をしていました。
　民俗学は、広義の歴史学の一分野で、
物事の移り変わりを追うことで、「変わ
りにくいもの」を見つける学問です。
　湯沢の文化や風習などが、地形や地質
との関係の中で変化していく歴史を調べ、
湯沢の皆さん、そして湯沢を訪れるかた
がたに伝えたいと思っています。
　皆さんに教えていただくことも多いと
思いますが、よろしくお願いいたします。

weivretni

か
わ
べ
け
ん
い
ち
ろ
う

え
ん
ど
う
だ
い
す
け



和楽器に興味津々
みたけ保育園ひな祭り

　3月１日、みたけ保育園で「ひなまつりお
楽しみ会」が行われました。
　園では今年、「日本の文化に親しむ」とい
う方針でさまざまな事業を行っており、この
日は「お箏を聴きましょ！コロリンシャン」
と題して、小学校やイベント等で演奏を披露
している正派わかば会から４人を招き、琴や
十七弦、尺八による演奏会を行いました。
　園児は、「さくら」や「うさぎ」「うれし
いひなまつり」を口ずさみながら鑑賞。演奏
後は楽器に近づき、指にはめた演奏用の爪な
ど、興味深げに見入っていました。

魅力あるまちづくり
まちづくりのための基調講演と

活動報告会
　3月24日、まちづくりのための基調講演と
活動報告会が湯沢グランドホテルで開催され、
約110人が参加しました。
　活動報告会では、5件の事例発表がありま
した。各事例ごとに評価市民会議委員や会場
の参加者から意見が出され、活発な意見交換
が行われました。その後、秋田大学教育文化
学部准教授の石沢真貴さんによる「集落維持・
再生の現場からみえてくること」と題した講
演会も行われました。

今年も渋谷に「鹿島様」現る！
「ふるさとの食にっぽんの食」参加

　3月9・10日、東京都渋谷区で「ふるさとの食にっぽんの食全国
フェスティバル」が行われ、五穀豊穣や子孫繁栄を願う人形道祖神
の代表として、昨年に引き続き岩崎地区の鹿島様が展示されました。
　期間中は、鹿島様と記念写真を撮る家族連れなどが見られたほか、
鹿島様の前では三関地区の関口作佐楽舞も披露され、訪れた多くの
人を楽しませました。

みんなで一緒に数珠回し
百万遍祈念（写真左）

　3月26日、弁天・森地区の林松寺で、恒例の百万遍祈
念が行われました。
　明治16年からの記録が残るこの行事。この日は、子ど
もからお年寄りまで約40人が参加。打ち鉦に合わせ念仏
を唱えながら約30メートルの数珠を回し、無病息災や交
通安全などを祈りました。

語学勉強の大切さ
水野錬太郎顕彰会記念品贈呈

　岩崎で幼少期を過ごし、大正から昭和初期
にかけて内務大臣などを務めた水野錬太郎氏
の功績を語り継ぐ水野顕彰会（石川恭助会長）
が、3月3日、湯沢東小学校6年生（岩崎地
区出身）17人に英和辞典を贈呈しました。
　贈呈式では、錬太郎氏の孫で東京・上野の
森美術館長の水野政一さんが児童一人一人に
英和辞典を手渡しました。
　その後、水野政一さんと日本美術協会企画
広報プロデューサーの大澤岳彦さんによる講
話があり、子どもたちは熱心に聞き入ってい
ました。

2013.04.15
15

2013.04.15
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ご先祖さまを供養
涅槃会／数珠回し（写真右）

　3月26日、幡野・新田地区の新田会館で、10人が参加
して数珠回しが行われました。
　これは、毎年、旧暦の2月15日にご先祖さまを供養す
るために行われているもので、念仏の内容により五回に
分けられ、太鼓の音に合わせて念仏を唱えながら十回ず
つ数珠を回していました。

▲子どもたちは、「さくら」など知っている曲を演奏に合わせて口ずさんでいました

▲政一さんに児童の代表者がお礼の言葉を述べました

▲事例発表の様子

▼念仏を唱えながら数珠を回している様子

▲子どもからお年寄りまで幅広い年代の住民が参加

▲3月3日、末広町の皆さんが、鹿島様の出
　発前に、入念な仮組み作業を行いました

展示された鹿島様の前で、関口作佐楽▶
舞を披露

こと

みず　の　れん　た　ろう

いし かわきょうすけ

みず　の　まさ かず

おお さわ たけ ひこ

いしざわ　ま 　き

かね

ね　はん　え

さ　 さ　 ら
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28,200

項　　　目
内　　　　　訳 件数・個数 金額（円）

3月分

合　　　計 11

0 0接　遇　費

第56回湯沢市凧あげ大会優秀賞賞品代

0 0餞　　　別

00慶　弔　費

贈答用特産品（稲庭うどん） 10 25,200贈 答 品 代

0 0行事出席等の会費

1 3,000協　賛　費

市長日誌（3月）
平成25年度 組織機構図（平成25年4月１日）

※班名等は省略

交際費報告

1日（金） 3月定例議会

3日（日） 秋田県畳業組合通常総会

4日（月） 3月定例議会、湯沢雄勝北都会総会

5日（火） 3月定例議会

2日（土） 湯沢翔北高等学校卒業証書授与式

7日（木） 100歳長寿お祝い

12日（火） 湯沢日独協会役員会

13日（水） 秋田市企業訪問（秋田市）、湯沢地区事業主交通
安全推進協議会総会

14日（木） 県への要望活動（雄勝地域振興局、県庁）

15日（金） 湯沢西小学校卒業式、ジオパーク推進協議会行政
部会

16日（土） 湯沢東小学校卒業式

17日（日） 第56回湯沢市凧あげ大会

18日（月） 仙台市企業訪問（仙台市）

19日（火） 川連小学校卒業式

21日（木） 定例議会本会議（閉会）

23日（土） おがち保育園卒園式

24日（日） 湯沢市まちづくりのための基調講演と活動報告会

29日（金） 100歳長寿お祝い、地域福祉計画策定委員委嘱状交
付式

27日（水） 定例記者会見

11日（月） 首都圏企業訪問（東京都）

9日（土） 湯沢南中学校卒業式、湯沢北中学校卒業式

市　　　長 副　市　長 総務企画部 総　務　課

企　画　課

財　政　課

税　務　課

産業振興部 農　林　課

まるごと売る課

建　設　部 建　設　課

都市計画課

下 水 道 課

会　計　課

水　道　課

稲川総合支所
☎42‒2111㈹

皆瀬総合支所
☎46‒2111㈹

雄勝総合支所
☎52‒2111㈹

市民生活部 くらしの相談課

市　民　課

福祉保健部
（福祉事務所）

福　祉　課

長寿福祉課

健康対策課

選 挙 管 理
委　員　会

事　務　局
（選　管）
☎42‒5813

監 査 委 員 事　務　局
（監　査）

農業委員会 事　務　局
（農　委）

議　　　会 事　務　局
（議　会）

教育委員会 教　育　長 事　務　局 教育総務課
☎42‒5806

学校教育課
☎42‒5803

生涯学習課
☎42‒5810
☎42‒5811

電話番号の記載のないものは、☎73‒2111㈹へ
17

3月31日届け出分まで

■湯沢地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

「こんにちは赤ちゃん」 「おくやみ」 に掲載を希望しない人は、届け出の際に窓口へ申し出てください。

3.16
3.17
3.17
3.18
3.18
3.19
3.22
3.23
3.24
3.25
3.26
3.27

73
88
55
85
29
82
72
92
83
85
76
77

2013.04.15

岩　の　沢
上　　　町
森　　　合
荒　　　町
下　倉　内
緑　　　町
中 川 原 ２
清水町第６
宮 渕 ３ 区
切　畑　下
坊　　　中
松並表通り

■雄勝地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

宜　子
太喜雄
五　郎
弘　隆
政　宏
英　治
國　雄
儀　広
誠

■稲川地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

飯　　　田
張　　　山
張　　　山
八　面　１
野　村　３
縦　小　路

88
87
85
92
71
71

3.16
3.20
3.21
3.22
3.26
3.28

雄太郎
本　人
本　人
隆　悦
ト　シ
喜久子

東海林 ミ ツさん
村 上 ハルヨさん
阿 部　ミ ヤさん
村 上 トミ子さん
髙 島　秀 政さん
佐 藤　友 和さん

■皆瀬地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

湯　　　元793.19 ツ　ヱ佐 藤　安 雄さん

3月31日届け出分まで

堺　　　２
薄　久　内
新　　　地
平　　　城
薄　久　内
川　　　連
平　　　城
松　　　根
堰　ノ　口

80
77
86
73
82
86
88
86
90

2.23
3.15
3.16
3.16
3.17
3.17
3.18
3.21
3.26

キヌ子
源　一
いせ子
真一郎
力
公　司
本　人
健　一
稔
本　人
春　三
重　美

土 井　勇 助さん
菅 　　昇 司さん
菅 　　良 子さん
柴 田　征 夫さん
栗 田　啓 治さん
由 利　長 治さん
渡 部　勝 義さん
佐々木 泰 治さん
兼 子　　 勉さん

池 部　照 治さん
髙 橋　雄 一さん
藤 田　　 正さん
　 山　　 三さん
村 上　大 輔さん
石 川 ツヱ子さん
丹 　　カ チさん
西 村　つ ねさん
髙 橋　ノ ブさん
佐 藤　市 郎さん
柴 田 ミヤ子さん
照 井 多美子さん

●湯沢地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

り　な

ふたば

み　ゆ

せ　な

みずき

りゅうと

そ　ら

り　ほ

　　　そう

藤 本　莉 那ちゃん

深 瀬　二 葉ちゃん

赤 川　望 結ちゃん

　 原　芹 奈ちゃん

加 藤　瑞 規くん

渡 部　龍 友くん

神 谷　虹 色ちゃん

大 沼　俐 穂ちゃん

佐 藤　　 颯くん

3. 9

3.12

3.12

3.12

3.14

3.14

3.14

3.14

3.27

光　陽　台

西田町第１

大 島 第 ２

上　　　開

松並寺通り

須　　　川

戸石崎ニュータウン

中 野 町 ３

愛宕町第６

和弥さん・慶子さん

高志さん・智子さん

俊さん・佳恵さん

友樹さん・育恵さん

英敏さん・裕子さん

修太さん・祥子さん

保則さん・洋子さん

信一さん・玲子さん

暢彦さん・美香さん

●稲川地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

りゅうしん

あやな

　　　りく

麻 生　龍 信くん

佐 藤　綾 菜ちゃん

西 成　　 陸くん

3.11

3.21

3.21

京　　　政

菻　　　田

川　　　連

哲也さん・美津葉さん

宏紀さん・夕子さん

倫徳さん・春美さん

●雄勝地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

りゅうせい

門 脇　竜 聖くん 3.21 宮　　　内将信さん・雅子さん
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「広報ゆざわ」を会社やお店の
宣伝に利用してみませんか
　市では、新たな財源を確保するとともに、市民サービスの
向上と地域経済の活性化を図るため、「広報ゆざわ」に有料
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●詳細・問い合わせ
〒012-8501　秋田県湯沢市佐竹町１番１号
湯沢市役所総務企画部総務課文書広報班
TEL：0183-73-2111　FAX：0183-73-2117
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分割枠
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※3歳以下のお子様の入場はご遠慮ください。
上々軍団

好評好評
発売中発売中
好評
発売中
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